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レ
ビ
、
大
新
聞
の
責
任
が
大
き

い
。
そ
も
そ
も
憲
法
解
釈
を
変

更
す
る
閣
議
決
定
を
し
た
の
は

昨
年
７
月
だ
。
あ
の
と
き
、
大

手
マ
ス
コ
ミ
が
も
っ
と
批
判
の

声
を
あ
げ
て
い
た
ら
、
す
ん
な

り
と
は
い
か
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。

　
３
人
の
憲
法
学
者
が
憲
法
違

反
だ
と
国
会
で
発
言
し
て
か
ら

「
安
倍
の
暴
走
だ
」と
か
批
判
っ

ぽ
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
が
、

遅
い
の
だ
。

私
も
一
言

　
　
東
久
留
米
市
　
依
田
丈
治

　
武
蔵
村
山
市
の
教
科
書
問
題

の
現
状
を
「
民
報
」
で
拝
見
。

育
鵬
社
の
教
科
書
は
安
倍
内
閣

の
政
策
を
押
し
付
け
る
も
の
で

教
育
の
政
治
的
中
立
を
侵
す
偏

向
し
た
内
容
と
思
い
ま
す
。

　
　
武
蔵
野
市
　
前
田
秀
紀

　
高
畑
勲
氏
（
映
画
監
督
）
の

講
演
を
聞
い
た
。
ダ
ラ
ダ
ラ
人

間
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
話
さ

れ
、
退
職
後
ち
ょ
っ
と
ダ
ラ
ダ

ラ
し
て
い
る
自
分
に
ハ
ッ
と
し

た
。
思
考
回
路
だ
け
は
ダ
ラ
ダ

ラ
し
な
い
ぞ
ー
。

医
者
通
い
大
変

健
康
で
い
た
い

　
　
日
野
市
　
小
形
万
里
子

　
梅
雨
が
明
け
、猛
烈
な
暑
さ
。

高
齢
者
に
と
っ
て
は
と
て
も
大

変
な
時
期
で
、
体
が
い
う
こ
と

を
き
か
ず
、
め
ま
い
、
耳
鳴
り

な
ど
で
医
者
に
行
く
の
も
大
変

で
す
。

　
今
の
安
倍
内
閣
の
国
民
不
在

の
政
治
に
は
怒
り
心
頭
で
す
が
、

医
療
費
な
ど
が
少
し
で
も
少
な

く
な
る
よ
う
、
健
康
に
は
注
意

し
て
、
友
人
た
ち
と
お
し
ゃ
べ

り
が
で
き
る
機
会
が
少
し
で
も

増
え
れ
ば
い
い
な
あ
と
思
う
。

戦
争
法
案
採
決

大
新
聞
の
責
任

　
　
小
平
市
　
佐
藤
孝

　
多
く
の
国
民
が
反
対
し
て
い

る
の
に
、
戦
争
法
案
が
衆
議
院

を
通
過
し
て
し
ま
っ
た
の
は
テ

高尾山の美しいヤマユリ

　退職後は友だちと高尾山健康登
山を楽しんでいます。今年は雨続
きで、咲き始めのヤマユリが見ら
れました。　　（足立区・仲恵子）

蔵
。
の
ち
の
彦
六
）、
六
代
目
三

遊
亭
圓
生
と
い
う
バ
リ
バ
リ
の
古

典
派
三
人
の
国
策
落
語
が
収
録
さ

れ
た
『
新
作
落
語
名
人
三
人
集
』

も
あ
る
こ
と
で
す
。

　
雑
誌
・
落
語
本
だ
け
で
な
く
、

レ
コ
ー
ド
も
つ
く
ら
れ
、
ラ
ジ
オ

か
ら
も
国
策
落
語
が
放
送
さ
れ
て

い
ま
す
。
実
際
の
高
座
で
は
ど
う

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

高
座
で
演
じ
ら
れ
て
い
た

　
当
時
の
落
語
を
聴
い
て
い
た
年

配
の
方
の
話
や
、
当
時
の
新
聞
記

録
な
ど
を
見
る
と
、
実
際
の
寄
席

な
ど
高
座
で
国
策
落
語
は
演
じ
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
一
九
五
○
（
昭
和
二
十
五
）
年

発
行
の
『
昭
和
の
名
人
会
』
と
い

う
小
冊
子
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

阪
急
東
宝
グ
ル
ー
プ
の
創
業
者
小

林
一い

ち
ぞ
う三
の
喜
寿
の
お
祝
い
に
、
東

宝
名
人
会
の
演
出
を
し
て
い
た
秦

豊
吉
が
私
的
に
非
売
品
で
三
百
部

だ
け
作
成
し
た
貴
重
な
も
の
で

す
。
こ
こ
に
一
九
三
四（
昭
和
九
）

年
か
ら
一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）

年
ま
で
の
東
宝
名
人
会
の
由
来
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
東
宝
名
人
会
と
は
、
東
宝
が
東

京
で
手
が
け
た
演
芸
公
演
で
、
一

九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
東
宝
小

劇
場
で
第
一
回
名
人
会
が
行
わ

れ
、
二
○
○
五
年
ま
で
続
き
ま
し

た
。
落
語
の
常
設
館
で
あ
る
寄
席

と
同
じ
よ
う
に
常
設
で
落
語
な
ど

演
芸
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
。

　
さ
て
そ
の
小
冊
子
『
昭
和
の
名

人
会
』
に
は
、
一
九
三
九
（
昭
和

一
四
）
年
四
月
二
十
六
日
に
初
代

柳
家
権
太
楼
が
「
空
中
戦
」、
同

年
五
月
四
日
に
は
、
昔
々
亭
桃
太

郎
が
「
出
征
長
屋
」、
五
月
六
日

に
は
、三
代
目
三
遊
亭
金
馬
が「
防

空
演
習
」、
五
月
七
日
に
は
、
柳

家
権
太
楼
が
「
長
屋
全
権
」
と
い

う
国
策
落
語
を
演
じ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
九
四
○
（
昭
和
十
五
）
年
七

月
七
日
は
満
州
事
変
三
周
年
と
な

り
、「
軍
部
の
指
図
に
よ
り
軍
事

的
な
上
演
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
名

人
会
の
よ
う
な
泰
平
の
逸
民
の
国

体
に
も
、
出
し
物
の
上
に
名
前
だ

け
で
も
戦
争
的
な
も
の
が
現
れ
て

い
る
」
と
記
さ
れ
、「
出
征
」「
戦

線
の
話
」「
支
那
語
」
な
ど
が
演

じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　
寄
席
で
は
古
典
落
語
が
中
心
で

あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
中
で
国

策
に
順
応
し
た
落
語
を
つ
く
り
演

じ
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
戦
前
・
戦
中
の
日
本
は
、
一
方

に
禁
演
落
語
が
あ
り
、
も
う
一
方

に
国
策
落
語
が
あ
る
落
語
家
に
と

っ
て
も
聴
衆
に
と
っ
て
も
暗
い
時

代
で
し
た
。
そ
の
歴
史
は
「
戦
争

す
る
国
」
に
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
を
私
た
ち
に
教
え
て
い
ま
す
。

（
か
し
わ
ぎ
し
ん
・
演
芸
評
論
家
）

第五十話　戦争と落語（その二）

落
語
こ
ぼ
れ
話

落
語
こ
ぼ
れ
話

落
語
こ
ぼ
れ
話

柏木 新

国策落語を演じていたこと
が明記されている小冊子

『昭和の名人会』

国
策
落
語
掲
載
の
雑
誌
・
本

　
国
策
落
語
を
掲
載
し
た
戦
前
の

雑
誌
と
し
て
は
、『
キ
ン
グ
』『
講

談
倶
楽
部
』（
ど
ち
ら
も
講
談
社

の
前
身
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社

か
ら
の
発
行
）、
産
業
組
合
中
央

会
家
の
光
編
集
部
が
発
行
し
た

『
家
の
光
』
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
落
語
本
と
し
て
は
、
新
作
派
の

代
表
柳
家
金
語
楼
と
三
代
目
三
遊

亭
金
馬
、
七
代
目
林
家
正
蔵
の
三

人
の
国
策
落
語
が
収
録
さ
れ
て
い

る
『
名
作
落
語
三
人
選
』
が
代
表

的
な
も
の
で
す
。

　
柳
家
金
語
楼
は
本
人
に
よ
る
と

五
百
余
種
と
い
う
よ
う
に
、
戦
前

多
く
の
新
作
落
語
を
つ
く
り
、
自

分
の
落
語
本
を
十
数
種
類
出
版
し

て
お
り
、
そ
の
中
に
も
国
策
落
語

が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
び
っ
く
り
す
る
の
は
、
古
典
落

語
「
野
ざ
ら
し
」
な
ど
が
得
意
だ

っ
た
三
代
目
春
風
亭
柳
好
、
五
代

目
蝶
花
楼
馬
楽
（
八
代
目
林
家
正
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１
９
８
９
年
１
月
、
鹿
児
島

市
の
総
合
病
院
病
室
―
。

　
男
性
患
者
（
75
）
は
心
不
全

の
末
期
で
し
た
。
口
癖
は
、「
死

ぬ
前
に
一
度
で
も
い
い
か
ら
温

泉
に
入
り
た
い
」。

　
心
不
全
の
重
症
度
は
軽
度
か

ら
順
に
Ⅰ
〜
Ⅳ
度
の
４
段
階
。

　
男
性
患
者
は
Ⅳ
度
で
、
ち
ょ

っ
と
動
い
て
も
呼
吸
困
難
に
陥

る
状
態
で
し
た
。

　︿
温
泉
な
ん
て
無
理
、
不
用

意
に
入
っ
た
ら
命
を
落
と
す
﹀

　
し
か
し
、
と
循
環
器
専
門
医

と
し
て
担
当
し
た
鄭
医
師
（
当

時
、
鹿
児
島
大
学
病
院
霧
島
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

在
籍
）。「
な
ん
と
か
望
み
を
か

な
え
て
あ
げ
た
い
」

　
80
年
代
、
心
不
全
の
治
療
に

は
血
管
拡
張
薬
が
有
効
と
い
う

報
告
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　︿
入
浴
で
血
管
は
拡
張
す
る
。

血
管
拡
張
薬
の
作
用
と
同
じ
﹀

　
さ
っ
そ
く
医
学
生
を
対
象
に

入
浴
実
験
を
重
ね
ま
し
た
。

　
安
全
で
、
気
持
ち
い
い
と
感

じ
る
の
は
、
湯
温
41
度
、
浸
か

る
時
間
10
分
で
し
た
。

　
６
カ
月
が
過
ぎ
、
男
性
患
者

の
心
不
全
は
進
行
し
て
い
ま
し

た
。
余
命
は
わ
ず
か
。
入
浴
の

体
を
心
地
よ
く
温
め
ま
す
」

　
心
地
よ
く
温
め
る
？

　「
え
え
。
こ
れ
ま
で
千
人
を

超
え
る
心
不
全
患
者
（
重
症
例

も
含
む
）
の
臨
床
経
験
か
ら
安

全
性
と
有
効
性
が
十
分
に
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
」

　『
慢
性
心
不
全
治
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
』（
２
０
１
０
年
改
訂

意
思
を
再
度
確
認
す
る
と
、「
入

り
た
い
」。

　
自
動
昇
降
式
浴
槽
を
使
い
、

浴
槽
に
は
近
く
の
霧
島
温
泉
の

湯
を
入
れ
て
。
男
性
患
者
は
寝

た
ま
ま
、
上
半
身
を
や
や
起
こ

し
た
姿
勢
で
入
浴
へ
。

　
こ
れ
で
心
臓
へ
の
負
担
を
最

小
限
に
で
き
ま
す
。

　
万
が
一
に
備
え
、
鄭
医
師
は

電
気
シ
ョ
ッ
ク
（
心
室
細
動
を

正
常
な
リ
ズ
ム
に
戻
す
）
の
パ

ッ
ド
を
両
手
に
持
ち
ま
し
た
。

　
浴
槽
を
少
し
ず
つ
上
昇
さ
せ

全
身
に
湯
が
浸
っ
た
と
き
で
し

た
。
男
性
患
者
は
ゆ
っ
く
り
と

大
き
な
深
呼
吸
を
し
ま
し
た
。

　「
悪
い
予
感
で
し
た
。
ご
臨

終
か
。
茫
然
と
し
ま
し
た
。
常

識
に
反
し
て
入
浴
さ
せ
た
私
の

医
師
生
命
は
終
わ
っ
た
…
」

　
と
こ
ろ
が
、
横
の
モ
ニ
タ
ー

心
電
図
は
＂
異
状
な
し
＂。

　
振
り
向
く
と
男
性
患
者
は
合

掌
し
て
、
涙
を
ぽ
ろ
っ
と
落
と

し
ま
し
た
。「
先
生
、
も
う
い

つ
死
ん
で
も
よ
か
で
す
」

　
予
想
外
は
そ
の
後
で
し
た
。

　
毎
日
、
自
動
昇
降
式
浴
槽
の

温
泉
に
入
っ
て
１
カ
月
も
す
る

と
病
棟
内
を
歩
き
、
２
カ
月
後

に
は
退
院
で
き
た
の
で
し
た
。

　「
劇
的
な
回
復
で
し
た
。
ひ

ょ
っ
と
し
た
ら
、
体
を
温
め
る

入
浴
は
慢
性
心
不
全
に
対
す
る

新
た
な
治
療
法
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
入
浴
の
安
全
性
と
効

果
の
解
明
に
本
格
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
」

週
２
回
）
64
人
と
、
実
施
し
な

い
群
65
人
を
比
較
。

　
実
施
群
は
非
実
施
群
と
比

べ
、＂
心
不
全
に
伴
う
再
入
院

お
よ
び
心
臓
死
が
少
な
か
っ

た
＂。

　
つ
ま
り
、
長
生
き
し
て
、
生

活
の
質
を
落
と
さ
な
い
！

　
重
症
心
不
全
患
者
は
長
期
入

院
や
安
静
の
生
活
で
す
。

　
そ
れ
が
和
温
療
法
で
心
地
よ

い
発
汗
で
気
分
そ
う
快
、
食
欲

が
出
て
不
眠
も
改
善
し
ま
す
。

　
実
際
、
和
温
室
に
入
る
と
、

あ
っ
た
か
。
気
持
ち
い
い
。

　「
心
不
全
が
あ
っ
て
も
元
気

で
明
る
く
。
和
温
療
法
は
安
全

で
副
作
用
な
し
。
そ
の
応
用
は

幅
広
く
、
高
齢
化
社
会
に
お
い

て
は
長
寿
を
支
援
す
る
福
寿

（
介
護
寿
命
を
幸
せ
に
す
る
）

医
療
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
重
症
心
不
全
患
者
の
入
浴
例

を
重
ね
て
い
く
と
、
限
界
も
明

ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
水
圧
の
影
響
で
心
臓
に
戻
る

血
液
量
が
増
え
、
心
内
圧
（
心

臓
内
の
圧
力
）
が
上
昇
、
心
臓

に
負
担
が
か
か
る
の
で
し
た
。

　＂
水
圧
を
か
け
な
い
＂。
そ
の

発
想
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
＂
乾

式
サ
ウ
ナ
＂
で
し
た
。

　
遠
赤
外
線
均
等
乾
式
サ
ウ
ナ

治
療
装
置
（
和
温
室
）
を
開
発

し
ま
し
た
。

　
和
温
室
で
心
機
能
な
ど
を
記

録
し
な
が
ら
サ
ウ
ナ
浴
の
温

度
・
時
間
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
結
論
（
和
温
療
法
）
で
す
。

　
①
温
め
　
サ
ウ
ナ
室
内
の
天

井
と
床
ま
で
ほ
ぼ
均
一
の
室
温

60
度
に
設
定
し
、
15
分
間
全
身

を
均
等
に
温
め
る
。（
深
部
体

温
が
平
均
１
度
上
昇
す
る
）

　
②
保
温
　
出
浴
後
は
30
分

間
、
毛
布
に
く
る
ま
っ
て
安
静

に
し
て
保
温
。
こ
の
間
、＂
和

温
効
果
＂
は
持
続
す
る
。

　
③
水
分
　
発
汗
に
見
合
う
水

分
を
補
給
し
、
終
了
。

　
和
温
効
果
の
特
徴
を
、
鄭
所

長
は
い
い
ま
す
。「
全
身
の
血

管
（
動
脈
お
よ
び
静
脈
）
は
拡

張
し
、
血
管
抵
抗
は
減
少
し
ま

す
。
そ
の
結
果
、心
拍
出
量（
１

分
間
に
心
臓
か
ら
送
り
出
す
血

液
量
）
を
増
や
し
て
、
血
液
の

循
環
を
よ
く
し
、
心
不
全
症
状

を
改
善
し
ま
す
」

　
国
内
10
施
設
の
共
同
研
究

の
報
告
で
す
。（Journal of 

C
ordiology 2008;52

）

　
慢
性
心
不
全
患
者
を
和
温
療

法
実
施
群（
１
日
１
回
２
週
間
）

１
１
２
人
と
実
施
し
な
い
群
76

人
に
分
け
て
比
較
。

　
実
施
群
は
非
実
施
群
と
比

べ
、＂
症
状
、
心
機
能
・
心
拍

出
量
と
も
改
善
し
た
＂。

　
も
う
一
つ
、
５
年
間
追
跡

の
報
告
を
。（Journal of 

C
ordiology 2009;53)

　
慢
性
心
不
全
患
者
を
和
温
療

法
実
施
群（
外
来
で
１
日
１
回
、

　
心
臓
が
悪
く
て
ね
え
。
心
不
全
で
す
。
治
療
は
主
に
薬
で
。

追
加
・
併
用
し
て
、
や
っ
て
み
た
く
な
る
治
療
法
が
あ
る
の
だ
、

と
。＂
和
温
療
法
＂で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
野
敏
行
）

　
心
臓
の
働
き
が
低
下
し
、
血

液
を
十
分
に
送
れ
な
い
。

　
動
け
ば
息
切
れ
、
呼
吸
が
苦

し
い
し
、
疲
れ
や
す
い
。

　
最
悪
、
心
臓
死
で
す
。

　
だ
か
ら
、
心
臓
に
負
担
が
か

か
る
の
は
ダ
メ
。
な
に
か
と
日

常
生
活
の
制
限
も
多
い
。

　
こ
ん
な
慢
性
心
不
全
の
発
症

は
老
年
期
に
急
増
し
、
年
と
共

に
予
後
（
将
来
の
病
気
の
見
通

し
）
が
悪
化
す
る
と
か
。

　
老
年
期
、
そ
の
始
ま
り
は
団

塊
世
代
の
わ
れ
ら
で
す
よ
。

　
ま
あ
、
発
症
は
仕
方
な
い
に

し
て
も
、
治
療
で
き
る
こ
と
は

積
極
的
に
努
力
し
た
い
。

　
そ
の
最
新
治
療
事
情
で
す
。

　
多
く
は
病
気
の
原
因
に
挑
み

勝
利
を
め
ざ
す
。
確
か
に
進
歩

で
す
。
け
れ
ど
も
、
時
に
患
者

に
は
か
な
り
の
痛
み
と
苦
し
み

を
強
い
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
患
者
は
と
い
う
と
、
病
気
か

ら
回
復
・
改
善
す
る
な
ら
、
と

期
待
し
、
受
け
入
れ
て
い
く
。

　
そ
も
そ
も
、
そ
う
快
で
、
心

地
よ
く
、
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
よ

う
な
治
療
な
ん
て
な
い
。

　
い
や
い
や
、＂
和
温
療
法
＂

は
違
う
。
や
っ
て
み
た
く
な
る

治
療
と
い
う
。
な
ぜ
か
。

　「
心
身
を
和
ま
せ
、
温
も
り

の
あ
る
治
療
だ
か
ら
」
と
い
う

の
は
、
和
温
療
法
研
究
所
の
鄭

忠
和
所
長
。専
門
は
循
環
器
学
、

心
不
全
、
心
機
能
で
す
。「
和

温
療
法
の
和
温
は
、
私
の
造
語

で
す
。
訓
読
み
で
和
は
＂
な
ご

む
＂、
温
は
＂
ぬ
く
も
り
＂。
身

版
）
を
開
く
と
和
温
療
法
の
記

述
が
あ
り
ま
し
た
。＂
薬
物
療

法
の
補
助
療
法
と
し
て
推
奨
＂

　
補
助
療
法
と
し
て
？

　「
薬
物
療
法
な
ど
確
立
さ
れ

た
治
療
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
和
温
療
法
を
組
み
合
わ
せ
る

（
併
用
す
る
）
こ
と
を
勧
め
て

い
る
の
で
す
」

慢
性
心
不
全
に〝
和
温
療
法
〞

60
度
サ
ウ
ナ
浴
＋
保
温　

あ
っ
た
か
治
療
で
劇
的
改
善
健康生活

心
拍
出
量
を
増
や
す

和
ま
せ
温
も
り
の
治
療

﹁
い
つ
死
ん
で
も
よ
か
﹂

和温療法

心不全の改善
閉塞性動脈硬化症の改善

心機能の改善、全身
の血流増加、一酸化
窒素（血管拡張物質）
の産生、血管内皮機
能の改善、酸化スト
レスの軽減など

自律神経およ
び神経体液性
因子の是正

心身の
リラックス

心不全に対する和温療法の予後改善効果
慢性心不全患者を５年間追跡

死
亡
ま
た
は
再
入
院
率

非和温療法群（65例）

和温療法群（64例）

追跡期間

1 人用の和温療法室（室内がほぼ均等の 60 度に設定された遠赤
外線乾式サウナ室）がこれ、と鄭忠和所長。「和温療法の臨床
応用は多彩で、心不全以外にも難治性疾患（閉塞性動脈硬化症、
繊維筋痛症、筋痛性脳脊髄炎、唾液分泌不全症、術後イレウス
など）に効果を発揮しています」（心不全に対する和温療法は
先進医療として承認されました）

入
院
中
は
和
温
療
法
を
１
日
１
回
、
週
５
回
実
施
。

退
院
後
、
週
２
回
の
和
温
療
法
を
外
来
で
継
続
で
き

た
群
を
和
温
療
法
実
施
群
、
薬
物
療
法
だ
け
の
群

を
非
実
施
群
と
し
た
。
心
不
全
の
重
症
度
と
年
齢

を
一
致
さ
せ
て
追
跡
し
た
（
日
本
心
臓
病
学
会
誌

Journal of C
ordiology 2009;53:214-218

）


